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目標 11︓住み続けられるまちづくりを  
 

 

 

 

 

突然ですが、皆さんは社会課題といったらどのようなものを思い浮かべますか︖ 
 
空き家問題、少子高齢化、跡継ぎ問題、地域コミュニティの衰退、 

高齢者の交通事故増加、雪害・洪水などの災害、人口減少、 

伝統工芸（漆器・打ち刃物・繊維など）の衰退、 

地⽅に産婦人科がない、人⼿不⾜… 

 

地域にはこのようにさまざまな社会課題が存在しています。 
これらの社会課題を解決すべく、地域の困り事調査のためにさまざまな活動をしてきました。 
 

 「シングルマザーの幸せな⽣活研究所」代表理事の柿⽊有紀様への取材 

 柿⽊有紀様の⺟子家庭⽀援活動に賛同し、柿とリンゴを進呈 

 さばえSDGsローカルクラブへの登録 

 さばえSDGsフェスへの参加 

 RIBBONʼS CAFEでのワークショップと松川レピヤン 松川工場⻑への取材 

 荒井株式会社 荒井社⻑への取材（MADE BY※のお話など） 

 坂井警察署訪問       ※MADE BYとは福井でもの作りを完結させる取組みをしている繊維関連企業のグループ 

 佐藤ホルモンへの取材 

 福井県⽴⼤学地域経済研究所へのエントリー(福井や他地域の取組みや課題についてのセミナー実施) 

などなど 
 
さばえSDGsフェスでは、出展していたたくさんの企業やフェスに訪れた地域の人との交流ができたことが 

特に印象的で、フェスへの参加を通じて改めてコミュニティの⼤切さを感じました。 

現在、私たちは「地域コミュニティ」というところに的を絞り、地域との交流イベント

ができないか︖とさまざまなプランを考えています。実現した際には、コミュニティ

の一員として社員の皆様のご参加お待ちしております。 

地域創生のこれからに乞うご期待ください！ 

 

自分でアクションを起こそう！ ―自分の目標と計画を立てて行動に移そう― 

すぐにできること⇒ 
 

頑張れば出来そうなこと⇒ 

私も SDGs とつながろう！ わたしの考えを書いてみよう！ 月末に所属長提出 

私たち地域創⽣チームは、地域の困り事に耳を傾け、社会課題解決に向けた
取り組みをすることでキラキラ・イキイキとした地域を創⽣するために結成
されたチームです。 

私たち地域創生チームは… 


